
じ ょ せっ

は総路除留を対象として説明する。

l 人力除雷

除雪はすべて人の手の労作によっていたH寺代もあ っ たが， 機

械カの発展に と もなって，人力除雪はおのずからその範囲がき

められ， 現在では主として駅椛内およ びずい逝 . Q;j'桜等の建造

物の前後など， I幾微力では除雪ができないi必所に， 人力除雪が

作われている。

入力除雪といっても，ま ったくの素手でやるのではなく ， 使

用されるいろいろの2器具がある。したが っ て探具の良否， f時 と

峨所とに適当した苦器具と方法との選定は， 除雪能率に大きな彬

型車があるため， 国鉄では L人力除雪作業基準1 と称する労作基

準があ っ て ， 除雪の作業方法とその適用 ・ 作業の嬰領 ・ 作業班

の編成 ・ 昔話具 ・ 作業上の注意について定められたものがある。

(1) かき 出除雪

留をーブJから他方へ]11 1 し出 してゆく除雪で， ごく 一般的なも

のである。 ト γ ポ ・ 雪馬(写真ー1 ) な どを使用して，降りたての

雪を流i苦情あるい

は主7姶r;j;jなどへか ・・・R 孟三 E 
き送るもので， 主 ・・・~ 1.!ﾁ 芹=揮
として新雪の恥 馬、\ζ 十 円 安:
30cm 前後の峨合

まで適用される。

駅問内の線路と線

路のl尚に雪の丘が

つくれない場合に

使 うのが効来的で

ある。 1 . ~ .U~ 

~{ .Iil官を使用するには， 雪質やがt雪の泌さによ って ， iJ l手は 2

-4 人とし， ]11 1手は作業に熟練した者ーがあたり， レーノレを越す

ときは，引掛らないよう手加減するのであるが， 作業に疲労が

大きいので， 最近では動力でき|渡る方法が考えられ行われてい

る。

(2) 切J投除雪

ショベノレではね退ける除雪のことで， 雪の十古島品がそばにある

場合 ・ 応急的に線路をあける場合 ・ そ りゃlIiに飲む湯合等に li

うものである。切投除雪に限ったことではないが， f1( っ た雪をi反

るときは ， 約 30 cm 1主l くらいに切り出すのが雪扱いのこつであ

る。また取り逃むJIWí停は凶で示す 切投げの版停

L切 り投げの順序1のよ 5 に進めて

いくのが， もっとも能率的である。

(3) 巡び出 し除雪

iliを織出する距離が約 5 m 以上

の峨合に行う方法のことてら一般

にも っこ そりと雪樋 (U 、)が好適

の昔器具である。そりには小ぞり ・

大ぞり ・ 馬ぞり等

があり， ~樋(写

其ー2) は:l.~ \' 、 ~g般

には縦ぎならべて，

電機をすべらせる

仕組であ るが，簡

単な足を設けて，

線路を横断させる

こともできれば，

土程度の綬勾配
10 
(こうばい)でも雪
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5. かき寄雪かき jjï




